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入居者さんのほとんどが、戦争と共に貴重な青春時代を過
ごされました。入居者さんの戦争の生の声を子供たちに届け
たいと企画した『戦争体験を聞こう』入居者さんが涙ながら
に話される話を戦争のことをあまり知らない低学年の子たち
もじっと聞き入っていたのが印象的でした。
今回は、西館の蒲均さんに戦争体験をお話しいただきまし
た。蒲さんのお部屋に一冊の本があります。その本はご自分
の戦争体験を手記として残した全183ページにも及ぶもので、
小学5年生で満州から日本へ帰国するまでの1年2か月16日間の

壮絶な記録です。この記録は、蒲さんが40歳の頃、2年をかけて書き記したもので、
ちびっ子コラボ企画の当日は、娘様もご一緒に参加してくださり、この本を元に、
蒲さんの心の内をお話くださいました。「一人でも多くの人に伝えたい」そんなお
二人の思いが参加者の心を震わせました。～戦争という大きな過失の中でのこの尊
い犠牲が、また苦難の限りを味わいつつ耐えた我々同胞の血のにじむ様な体験が明
かされない事実のままで、遠い過去の歴史の中に埋没し、葬り去られてよいものだ
ろうか。そして私は自分自身の薄れゆく記憶を蘇らせ当時を忍ぶ追憶のため、あえ
て筆をとったのであります。二人の弟よ、おっ母アよ、安らかに眠れ～本の最後、
結びの言葉です。目の前で、本来亡くならなくてもいい子どもたちが飢えで何人も
亡くなっていったこと、満州からの引き上げの汽車に乗れなった老人のこと…など
手記には手書きの挿絵もあり、来てくれた子どもたちも一生懸命に理解をしようと
見入っていました。「戦争は絶対にダメ、たくさんの人の命を奪った、苦しみしか
残らない」蒲さんのお話を聞いて、参加者のお年寄りの皆さんが口々
におっしゃいました。「自分が生きているのはただ運がよかっただ
け」柏原さんも言われます。壮絶な時代を耐え抜かれたお年寄りに
感謝の気持ちを日々表していくことが、何よりも私たちの今、出来
ることではないかと思います。辛いお話を勇気をもってしてくださっ
たことにも重ね重ねお礼を申し上げます。
本当にありがとうございました。 （内藤かすみ）

今年もまた、すずの郷の夏休みは子どもたちの声であ
ふれていました。ちびっ子コラボ企画と題して、子ども
とお年寄りが一緒に参加できるイベントを企画しました。
子どもから学ぶこと、お年寄りから学ぶこと、夏休みな
らではの光景がたくさんありました。子どもたちが近く
にいるだけで笑顔になります。いけないことをしたとき
はお年寄りがしっかり叱って下さいます。また、地元の
中学生・高校生の職場体験もありました。皆さん貴重な
夏休みの体験になったことと思います。
すずの郷の夏休みは賑やかであっという間に終わって
しまい、少し寂しい気もしますが、また来年も、子ども
たちが喜んでくれるイベントや、子どもたちに伝えなけ
ればならないことをお年寄りと一緒に計画し、すずの郷
を盛り上げていきたいと思います。
今月は、子供たちと一緒に過ごしたすずの郷の夏休み
のご紹介です。ちびっ子コラボでは戦争体験を聞こう・
竹とんぼ作り・書道・流しそうめん・スライム作り・石
鹸作りを一緒に行いました。 ( 浜嶋いづみ）

ちびっ子コラボ一番
人気は、流しそうめ
んです。普段なかな
かできない体験なの
で、子供たちも大喜
び!!そうめんを流す
方の役に回ったり、
上手にそうめんをす
くったり。そうめん
じゃないものが流れ
てきて大笑い!!
お年寄りも子どもた
ちの笑顔に自然と顔
がほころびます。

スライム作りは子どもを真
似てお年寄りもこねたり混ぜ
たり…お互いに手伝いながら
皆さん思い思いのスライムが
完成しました。キラキララメ
入りを完成させたちーちゃん
は、終わってからもスライム

作りにはまって、その後もたくさんのスライム
を作ってみなさんに配ってくれました。

竹とんぼ作りでは福田静江
さんの息子さんが先生となっ
てくださいました。低学年
の女の子も一生懸命に力を
入れて小刀に挑戦していま
した。完成し、さっそく飛
ばしてみましたが、最初は
うまく飛びません。
お年寄りは最初から上
手く、手つきも慣れて
います。回数を重ねて
いくと徐々にうまくな
り、最後は皆、遠くま
で飛ばすことができる
ようになっていました。

石鹸作りは、親子・
お友達・おじいちゃ
ん・おばあちゃんと
参加。みんな一人一
つずつ個性あふれる
石鹸が完成しました。
アロマオイルを入れ、
自分だけのオリジナ
ル石鹸は「使うのが
もったいないから玄
関に飾っておく」と
言ってくれる子もい
ました。書道では学校の宿題

をしました。見本は
師範の先生が書いて
くれるので自分だけ
の見本がもらえ、完
成度も高いです。上

手に指導してもらえる為、子どもた
ちも集中して取り組むことができ、
心も鍛えられました。
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西館に入居されて４年目の樋
田よし子さん。よし子さんは、
大の野球好きで、中日ドラゴン
ズの大ファンです。テレビで野

球中継をやっている時は、テレビの前で全力で応援し
ておられます。入居されてから、野球観戦の外出計画
がある度にお誘いしていましたが「トイレが近くて心
配だから行けない」といつも断られていました。しか
し、今年になって、何気なく野球観戦の話をしてみると、
「行きたいなぁ」と言われ、その日から野球観戦への外出
を前向きに考えて下さるようになりました。そして今年の
6月28日、入居されて４年経って、念願の野球観戦に外出
することができました。試合が始まると、大きな声で一生
懸命に応援しておられ、見事!!ドラゴンズが勝利を収めま
した。よし子さんは、感動で涙をボロボロ流され「生で観
る野球はやっぱりいいなぁ。来てよかった」と大変喜んで
おられました。数日後「また野球観戦に行きたい」とよし
子さんより希望があり、8月22日、今年２回目の野球観戦
に外出しました。その日の試合は、残念ながら負けてしま
いましたが、よし子さんは落ち込むことなく、次の野球観
戦への外出を楽しみにされていました。
これからも、野球観戦に外出し、よし子さんと楽しめる時間を作っていき
ます。 （秋田智香）

「新川町に４人兄弟の一番上として生まれ、
東海銀行で10年働いた」とお話してくださっ
た三輪田きみさん。今回のお出かけは、きみ
さんが思い出すままに稲沢や新川をドライブ
する事にしました。お話を伺いながら紙とペ
ンをお渡しすると“坂町”と書かれたので、
ナビで検索しましたが見つかりません。ひと
まず、昔働いてみえたという東海銀行(現在
の三菱東京UFJ銀行)新川支店に向いました。

名前や建物もきみさんが働いてみえた頃とは、すっかり変わっていますが、銀行
の雰囲気が懐かしいのか目をキラキラさせながら「あ
の頃が一番良かったな」と若い頃を思い出してみえま
した。続いて“坂町”探しに清州市役所へ。昔からみ
える方は“土器野”という地名の事を坂町という事が
分かり、その辺りをゆっくりドライブしながら思い出
話を伺っていると、１軒の洋品店からおばあさんが出
て来られました。きみさんの顔を見つめ「見覚えがあ
る気がする…大野さんじゃなかった？」と。実際にき
みさんの旧姓は大野さん。その方は87歳で直接関わり
はなかった様ですが、20代で稲沢へ嫁いでみえたきみ
さんの事を覚えておられ「また来てちょう」「元気で
ね」と握手を交わし、新川を後にしました。きみさん
が暮らしてみえた頃とは随分変わっていた様ですが、
今回、きみさんの若い頃のお話をじっくり聞く事がで
き、今まで以上にきみさんを知る機会になった素敵なド
ライブでした。 （小南友華）
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大の中日ドラゴンズファンの正
子さん。今年は２度、ナゴヤドー
ムへ行きました。スタッフから
ドラゴンズのユニホームを借り
てノリノリで出発!!会場でも、
応援に合わせメガホンを振り、
選手の名前を言いながら応援さ
れていました。(柴田英里）

巨人が大好きな森さん。好き
な選手は原辰徳。今回入居され
て初めてそして何十年ぶりの野
球観戦にナゴヤドームへ行かれ
ました。以前はソフトボールの
審判をされており「ついつい審
判側の目線で観てしまう」と言
われていました。大好きなビー
ルを飲みながら、応援グッズを
買い応援しましたが、残念なが
ら４対１で負けてしまいました。
野球観戦の前にも小牧市民球場
で高校野球の予選を観戦して野
球シーズンを楽しんだ森さん。
「来年も野球を観に行きたい」
と言われ、今度は巨人の勝ち試
合の時に観戦したいです。

(野田正史）

根っからの巨人好きの杉義さ
ん。退院後は少しお元気がな
く「行けるかなぁ」と心配し
ましたが、名古屋ドームへ着
くと「行け、坂本！」「そんなんではあかん！」と
応援に熱が入ります。お弁当もペロリと平らげ「今
日は本当に来れてよかった、来れると思わなかった
からな」と。また来年も森さんと一緒に観戦に行こ
うと約束しました。 （浜嶋いづみ）

3月にすずの郷に入居
された石原孝子さん。
入居時より、食事の際
のむせ込みがあり、外

出については様子を見ていましたが、状態が
安定し、ちょうど８月が誕生日だったため、
お誕生日祝いとして大好きな野球を観に出掛
けられました。孝子さんにとっては、入居し
て初めての長時間の外出。体に無理はないか、
様子を見ながらの外出でした。試合が始まる
と、メガホンを振って、一生懸命応援!!その
日はドラゴンズが大量失点で、８回くらいに
なると周りのお客さんが帰りはじめましたが、
孝子さんは「最後まで観ます」とはっきり言
われ、最後まで応援しました。「今度は勝つ
試合を観たい!!」と次への試合に意気込む孝
子さんでした。 (佐久間恵美）

野球がお好きな入居者さんが多く、ナゴヤドー
ムに野球観戦に行くことも、毎年恒例の夏の光景
となりました。今シーズンもすでに３回、ナゴヤ
ドームへ野球観戦に行かれました。
その中から、樋田よし子さん、森新二さん、柏原
杉義さん、山内正子さん、石原孝子さんの様子に
ついてご紹介します。
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